
活動内容と成果
●�防鹿柵において2か月に1回程度の定点観察調査を
行った
●�専門家による植生調査を行い、その結果を踏まえ、
剪定作業や地植えを行った。また、土壌生物調査や
昆虫調査を実施し、今後の生物多様性創出のため
の現況を把握することができた
●�苗を約530ポット作成した。昨年度同様、挿し木や
取り木という育成方法にも挑戦し、実生を保護し、
育てる方法にも取り組んだ
●�エコツアーイベントを6回（内講師派遣3回）行い、
計66人（一般参加者）の参加があった
●広報誌及び写真集を制作した

活動内容と成果
●�河畔の地質に適した広葉樹の苗木110本の植林
や、20aの放置竹林を整備して新たな植林地を開
墾した
●�ゴミ拾いや放置竹林の伐採、外来植物の除去等を
行う整備活動を8回実施し、189人の市民が参加し
た
●�河畔林に生息する昆虫や野鳥、植物を専門家が解
説する自然観察会を2回行い、幼児・児童を含めた
42人の市民が参加した
●�川の水質や生態系を評価する調査を行い、ガイド
ブック制作の基礎資料を策定した
●�地域住民20戸と森づくり活動の意見交換、松毛川
の保全の在り方を考えるシンポジウムを開催した

課　題
荻浜湾流域の人工林の多くは放置林の上、近年ニホ
ンジカの獣害が原因となり、地被植物や中層を構成
する広葉樹が自生できない環境となり、土砂崩れ等
の実害が出ている。

目　標
複層混交林として再生し、生物多様性の豊かな環境
が創出されるよう、鹿柵内外における植生サイクル
や、潜在的な植生を把握する。また地権者の山林保護
への意識が向上する。

課　題
三島市と沼津市を横断する「松毛川」は、ゴミの放置
や放置竹林の拡大、河川内のヘドロの堆積等による
環境悪化が進行し、「ふるさとの川と森」が失われよ
うとしている。

目　標
松毛川の河畔に「ふるさとの森」を取り戻す市民主導
の再生・整備活動や多様な環境教育・交流活動を推
進するとともに、三島市・沼津市両市民による保全・
管理体制を構築する。

（一社）　おしかリンク

（特非）　グラウンドワーク三島

牡鹿半島荻浜湾流域環境再生プロジェクト

ふるさとの森を取り戻せ！
「松毛川千年の森」再生プロジェクト

エコツアー（防鹿柵の見学）

荒廃竹林となった河岸の再生活動

専門家による土壌生物調査

在来植生を植え、原自然を
取り戻す植林活動

苗植え 約530 個

活動の延べ参加者数 241 人

エコツアー
延べ参加人数 66 人

河畔林への植樹本数 110 本

今年度計画の達成度 70 ％

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 50 ％

目標達成度 65 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
設置した防鹿柵が台風19号で倒れ
た木により一部破損したが、今年度
は修繕できずに終わった。

■工夫した点
植樹用の苗を育てるのに様々試して
いるが、春先にシカに食べられてい
ない実生を保護しポットに植えるこ
とで生存率を上げられた。

■苦労した点
新型コロナウイルスの影響を受け、
観察会等プログラムの規模を縮小し
たが、体験企画の受入れなど新たな
団体との連携ができた。

■工夫した点
私有地であった河畔林を買収して、
保全管理を当会が引き受けたことで
一体的な森づくり構想を地域住民と
話し合えるようになった。

地権者交渉も順調に進み、対象エリアの禿山の再生に着手できることとなった。ま
たこれまでの活動の積み重ねにより、防鹿柵に頼らない森林再生方法の挑戦も可
能性が見えてきたので、今後実践していきたいと考えている。

河畔林の環境整備をより多様な市民・若者を巻き込んだ人材育成プログラムとし
て実施し、環境保全の担い手づくりを図る。また、松毛川に面する地元町内会との
愛護会を設立し、地域協働の保全管理体制を構築する。
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